
第１３２号（令和７年１０月）（１）

中 隊 訓 練 検 閲

最 先 任 上 級 曹 長
各 中 隊 長 離 着 任 式

下番 最先任上級曹長
准 陸 尉
外山 智彦

東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」

（第１面）

「中隊等訓練検閲」
「最先任上級曹長

各中隊長離着任式」

（第２面）

「新隊員特技課程教育」

（第３面）

「千歳神社祭り
奴道中振り支援」

「千歳機甲太鼓
市内おまつり演奏支援」

「定年退官者紹介」
「人事便り

７月定期昇任」

（第４面）

「人事便り
８月定期異動」

「カウンセラー便り」

パソコン・スマホで
１１連隊の事が分かる！

第１１普通科連隊
ホームページ へ

アクセス！逐次更新中！

上番 最先任上級曹長
准 陸 尉
藤井 大輔

連隊は７月６日～７日の間、上富良野演習場で行われたｉ－ＴＥＳＣにて第４
普通科中隊（中隊長 倉見３佐）に対し中隊訓練検閲を実施しました。
隊容検査を受検し準備状況を点検すると、車両行進を行い集結地を占領、砲迫

と戦車、装甲人員輸送車及び下車人員の機動力と火力を連携させ、３４℃の猛暑
の中、積極果敢に攻撃を行い、与えられた任務を達成すべく全力を出しました。
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第４普通科中隊長攻撃命令下達 前進経路の調整

集結地へ前進するAPC 陣地侵入APCを誘導する誘導員

警戒する分隊員 前進準備をする分隊員砂盤で戦闘指導する分隊長

離任第１普通科中隊長
１ 等 陸 尉
川村 和寛

離任第３普通科中隊長
３ 等 陸 佐
西谷 大平

離任第６普通科中隊長
１ 等 陸 尉
山村 卓也

着任第１普通科中隊長
１ 等 陸 尉
野呂 忠

着任第３普通科中隊長
１ 等 陸 尉
井本 雄規

着任第６普通科中隊長
１ 等 陸 尉
柴田 光慈朗

【発行所】
普通科友の会

【協力】
第１１普通科連隊
第１科広報班

【印刷所】
(株)フロンティア印刷



第１３２号（令和７年１０月） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 （２）

連隊は７月２日（水）から９月２６日（金）の間、令和７年度新隊員特技課程・一般陸曹候補
生課程（後期）教育（軽火器及び迫撃砲）を行い、普通科隊員として必要な知識と技能を習得さ
せました。今年度は２師団・５旅団の新隊員と共に教育を受け、各部隊の特色にあった訓練を行
いました。全ての教育を修了した３１名は要員の引率のもと各部隊へと異動し、普通科隊員とし
て第１歩を踏み出しました。今後の活躍をご期待ください。

陣地進入誘導訓練（迫撃砲）

操法訓練（迫撃砲）

照準訓練（迫撃砲）

MINIMI操作 (軽火器)

装甲車の点検・整備（軽火器）

84mm無反動砲操作（軽火器）

体力検定（修了試験）

２師団・５旅団の同期達と１１連隊 軽火器区隊 １１連隊 迫撃砲区隊

教育修了行事（区隊旗返還）

35km徒歩行進
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人

事

便

り

定 

期 

昇 

任

令
和
７
年
7
月
１
日
付

▼
幹

部

 
 

３
等
陸
佐
へ

（
４
普
中
）

倉
見

竹
博

 
 

１
等
陸
尉
へ

（
４
普
中
）

大
内

経
義

（
重
迫
中
）

山
﨑

大
輔

 
 

２
等
陸
尉
へ

（
本
管
中
）

植
田

圭

坂
田

恭
剛

（
４
普
中
）

青
戸

武

（
５
普
中
）

坂
元

孝
平

（
重
迫
中
）

大
作

学
人

 

▼
准
・
曹
士

 
 

陸
曹
長
へ

（
本
管
中
）

堀
越

薫

中
出

誠

末
永

誠
二

（
３
普
中
）

秋
元

真
吾

日
下
部

利
也

（
重
迫
中
）

西
形

浩
一

 
 

１
等
陸
曹
へ

（
本
管
中
）

伊
藤

和
徳

今
津

保
彦

高
木

健
次

齋
藤

治

（
２
普
中
）

髙
橋

隼
人

田
頭

満

村
松

宏
哉

（
５
普
中
）

谷
口

真
一

大
久
保

俊
宜

渡
邉

洋
士

 
 

２
等
陸
曹
へ

（
本
管
中
）

渡
辺

勇
也

内
田

陽
志

大
井

直
哉

（
１
普
中
）

髙
橋

克
行

山
口

和
也

（
２
普
中
）

鈴
木

奨

木
村

大
輔

祝
定
年
退
官

２
等
陸
曹
へ

（
３
普
中
） 

武
田

健
臣

 

米
田

周
平

（
４
普
中
） 

石
田

英
也

（
５
普
中
） 

伊
藤

剛

 

石
山

広
敏

 

谷
本

淳
胤

 

小
野

敦

（
６
普
中
）

 

甚
野

敬
太

 

田
宮

滉
己

 

宮
崎

魁
一

（
重
迫
中
）

 

杉
山

翔
太

 

髙
橋

亮
太

 

山
谷

清
剛

３
等
陸
曹
へ

（
本
管
中
）

 

篠
崎

旭
一

 

山
口

二
矢

 
  
  

大
草

有
矢

 

後
藤

秀
隆

（
１
普
中
） 

渡
邉

晴
人

 

小
浦
方

翔
真

 

飯
野

隼
斗

 

望
月

航
之
介

（
２
普
中
） 

竹
田

浩
明

 
 

 

北
牧

宏
紀

 
  

鈴
木

竜
太

（
３
普
中
） 

角

広
夢

 

大
谷

治

 

成
田

怜
央

 

宇
田

健
人

（
４
普
中
） 

佐
々
木

信
吾

 

船
山

仁
人

 

梅
垣

晃
志
郎

 

井
出

圭
駿

（
５
普
中
） 

菅
谷

美
利
也

 

大
傷

真
輝

 

松
島

史
篤

（
６
普
中
） 

西
川

友
稀

 

林

大
智

 

緒
方

翔
太

 

石
塚

大
海

千歳機甲太鼓
千歳市内各種祭り演奏支援

７
月
16
日
付

第
２
普
科
中
隊

３
等
陸
尉

二
宮

憲
一

７
月
22
日
付

第
３
普
科
中
隊

陸
曹
長

柳
沼

彰

千歳神社 秋季例祭後祭
郷土芸能 千歳奴道中振り

第１１普通科連隊は、千歳神社で行われた秋季例祭に
て、伝統芸能である奴道中振りを披露しました。

8月末から錬成を重ねてきた参加者は、白塗りの化粧
を施された奴の姿になると、千歳神社の神輿を先導し市
内を練り歩きました。

支笏湖湖水祭り

千歳のまちの
航空祭
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人 

事 

異 

動

令
和
７
年
８
月
１
日
付

(

３
普
中)

１
曹

小
松

敢

 

第
２
普
通
科
連
隊
か
ら

 

３
曹

小
泉

蓮

 

第
32
普
通
科
連
隊
か
ら

 
(

４
普
中)

２
曹

柵
山

隆
憲

 

第
７
普
通
科
連
隊
か
ら

 

３
曹

田
畑

翔
馬

 

第
44
普
通
科
連
隊
か
ら

 
(

５
普
中)

３
曹

野
口

喜
央

 

第
１
普
通
科
連
隊
か
ら

 

３
曹

佐
藤

敦

 

第
30
普
通
科
連
隊
か
ら

 
(

６
普
中)

曹
長

井
口

裕
紀

 

第
7
師
団
司
令
部
付
隊
か
ら

 

１
曹

渡
邉

和
仁

 

第
44
普
通
科
連
隊
か
ら

 

２
曹

吉
澤

寛
之

 

第
２
普
通
科
連
隊
か
ら

 
(

重
迫
中)

２
曹

金
谷

泰
生

 

第
１
陸
曹
教
育
隊
か
ら

 

２
曹

濱
野

将

 

第
40
普
通
科
連
隊
か
ら

【
連
隊
内
補
職
替
】

 
(

連

本)

１
尉

野
呂

忠

 

１
普
中(

中
隊
長)

へ

 

２
尉

黒
木

勇
志

 
３
普
中(

小
隊
長)

へ

 

２
尉

六
鎗

俊
昭

 

５
普
中(

運
用
訓
練
幹
部)

へ

 

２
尉

野
崎

真

 

６
普
中(

小
隊
長)

へ
 
(

２
普
中)

２
尉

柳
谷

喜
一

 

連
隊
本
部

 

第
４
科(

補
給
幹
部)

へ

 
(

４
普
中)

１
尉

井
本

雄
規

 

３
普
中(

中
隊
長)

へ

 

２
尉

阿
部

啓
二

 

連
隊
本
部

 

第
１
科(

人
事
幹
部)

へ

 
(

５
普
中)

１
尉

小
林

孝
尚

 

６
普
中(

副
中
隊
長)

へ

 

２
尉

坂
元

孝
平

 

連
隊
本
部

 

第
２
科(

情
報
幹
部)

へ

【
転

出
】

 

▼
幹

部

 
(

連

本)
 

 

第
２
科
長 

３
佐

杉
原

和
之

 

第
７
師
団
司
令
部
へ

 (

１
普
中)

中
隊
長

 

１
尉

川
村

和
寛

 

第
28
普
通
科
連
隊
へ

 (

３
普
中)

中
隊
長

 

３
佐

西
谷

大
平

 

中
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
へ

 
(

５
普
中)

３
尉

田
中

遥
菜

 

北
部
方
面
警
務
隊
へ

 
(

６
普
中)

中
隊
長 

１
尉

山
村

卓
也

 

第
１
水
陸
機
動
連
隊
へ

 

３
尉

柴
山

徹

 

真
駒
内
駐
屯
地
業
務
隊
へ

 

▼
准
・
曹
士

 
(

本
管
中)

２
曹

及
川

一
弘

 

第

沿
岸
監
視
隊
へ

 
(

１
普
中)

３
曹

松
野

友
則

 

第
51
普
通
科
連
隊
へ

 

３
曹

今
村

高
志

 

第
31
普
通
科
連
隊
へ

 

３
曹

原

輝

 

第

教
育
大
隊
へ

 
(

２
普
中)

２
曹

小
山

亮
人

 

第

教
育
大
隊
へ

 

３
曹

櫻
井

海
王

 

第
２
水
陸
機
動
連
隊
へ

 
(

３
普
中)

曹
長

水
戸

将
太

 

対
馬
警
備
隊
へ

 

２
曹

三
河

直
樹

 

第
22
即
応
機
動
連
隊
へ

 

３
曹

上
野

慎
吾

 

普
通
科
教
導
連
隊
へ

 

３
曹

川
口

翔

 

第
20
普
通
科
連
隊
へ

 
(

４
普
中)

２
曹

大
木

喬
太

 

第
51
普
通
科
連
隊
へ

(

４
普
中)

２
曹

濱
谷

亮
太

 

第
39
普
通
科
連
隊
へ

 

３
曹

湖
上

和
波

 

第
１
普
通
科
連
隊
へ

 
(

５
普
中)

准
尉

流
郷

正
男

 

第

教
育
大
隊
へ

 

曹
長

舘
山

晃
司

 

東
千
歳
駐
屯
地
業
務
隊
へ

 

２
曹

福
田

雄
三

 

第
51
普
通
科
連
隊
へ

 

３
曹

城
本

裕
士

 

第
43
普
通
科
連
隊
へ

 
(

６
普
中)

１
曹

伊
藤

利
之

 

北
海
道
補
給
処
近
文
台
へ

 

２
曹

遠
藤

真
一
郎

 

第
44
普
通
科
連
隊
へ

 
(

重
迫
中)
曹
長

植
田

修
司

 
第
１
陸
曹
教
育
隊
へ

 

２
曹

成
澤

文
弥

 

第
51
普
通
科
連
隊
へ

 

２
曹

杉
山

翔
太

 

部
隊
訓
練
評
価
隊
へ

 

３
曹

古
川

佳
祐

 

第
１
陸
曹
教
育
隊
へ

 

士
長

高
原

翔
大

 

第
４
普
通
科
連
隊
へ

【
転

入
】

 

▼
幹

部

 
(

連

本)
 

第
３
科

１
尉

大
浦

豊

 

第
28
普
通
科
連
隊
か
ら

 (

６
普
中)

 

中
隊
長

１
尉

柴
田

光
慈
朗

 

第
７
師
団
司
令
部
か
ら

 

▼
准
・
曹
士

 (

１
普
中)

３
曹

工
藤

魁

 

第
39
普
通
科
連
隊
か
ら

 
(

２
普
中)

２
曹

勝
又

秀
太

 

第
34
普
通
科
連
隊
か
ら

 

３
曹

堀
井

涼
太

 

第
22
即
応
機
動
連
隊
か
ら

休
養
の
取
り
方
「
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
」

こ
れ
ま
で
、
「
心
」
と
「
体
」
の
疲
れ
を
個
別
に
休
養
の
取
り
方
と
し
て
話
し
て
き
ま
し
た
が
、

疲
れ
を
と
る
に
は
両
方
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

疲
れ
の
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
へ
の
対
処
法
を
と
れ
ま
す
が
、
時
に
は
「
言
い

よ
う
の
な
い
疲
れ
（
は
っ
き
り
し
た
原
因
が
見
い
だ
せ
ず
、
悶
々
と
し
た
日
が
続
い
て
し
ま

う
）
」
を
感
じ
た
こ
と
っ
て
皆
さ
ん
も
一
度
は
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
心
の
疲
れ

と
体
の
疲
れ
が
絡
み
合
い
、
何
か
を
し
よ
う
と
し
て
も
気
力
が
わ
か
な
い
な
ど
の
よ
う
な
時
は
、

心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
自
分
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

そ
ん
な
時
、
一
番
の
対
処
方
法
は
信
頼
で
き
る
人
に
そ
の
こ
と
を
話
し
て
聴
い
て
も
ら
う
（
も

し
、
話
せ
る
人
が
身
近
に
い
な
い
場
合
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
も
と
へ
）
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
こ
ん
な
経
験
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
話
し
た
ら
、
気
持
ち
が
軽
く

な
っ
た
」
「
聴
い
て
も
ら
え
た
ら
気
持
ち
が
整
理
さ
れ
た
気
分
に
な
っ
た
」
な
ど
で
す
。
。

そ
し
て
、
「
休
養
を
取
る
」
と
い
う
し
っ
か
り
と
し
た
「
意
識
・
目
的
」

を
も
っ
て
体
を
休
め
る
こ
と
で
、
「
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
々
の
訓
練
・
活
躍
の
中
で
、
休
養
を
取
る
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と

っ
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
使
え
る
制
度
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
体
制
な
ど
）
を

活
用
し
な
が
ら
、
生
協
部
隊
の
一
員
と
し
て
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

(

重
迫
中)

２
尉

田
橋

拓
也

 
 

連
隊
本
部

 
 

第
３
科(

運
用
訓
練
幹
部)

へ

【
補
職
替
】

(

連

本)

１
尉

松
浦

巨
樹

運
用
訓
練
幹
部→

第
２
科
長
へ

(

４
普
中)

２
尉

大
内

経
義

小
隊
長→

運
用
訓
練
幹
部
へ

【
連
隊
内
異
動
】

(

連

本)

准
尉

外
山

智
人

 
 

本
管
中(

教
育
隊)

へ
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